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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数セルを形成し該複数セルのいずれか１つを選択しこの選択セルのデータチャネルを
用いて端末装置とデータ通信を行う基地局装置において、
　前記端末装置の前記選択セルにおける通信スループットを前記各セル内の端末装置につ
いてそれぞれ合計し、セル単位の通信スループット合計値を算出する算出手段と、
　前記端末装置により生成される前記選択セル及び前記複数セルのうちのその他１つの移
動先セルの受信品質情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された選択セルの受信品質情報と移動先セルの受信品質情報と
の差分を得ることにより、前記端末装置がセル切り替え区間内に属するか否かを判定する
判定手段と、
　前記端末装置が前記セル切り替え区間内に属すると判定された場合に、前記選択セル及
び前記移動先セルに関する、前記算出手段により算出されるセル単位の通信スループット
合計値を比較することにより、該移動先セルを新たな選択セルとしてセル切り替えを決定
する決定手段と、
　を備え、
　前記決定手段は、前記端末装置が前記セル切り替え区間内に属する間において、該端末
装置に関するセル切り替えを一度決定した後は該端末装置に関し前記スループット合計値
の比較処理を実行しないことを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
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　前記決定手段は、前記選択セルの通信スループット合計値よりも前記移動先セルの通信
スループット合計値のほうが小さい場合に、該移動先セルを新たな選択セルとしてセル切
り替えを決定することを特徴とする請求項１に記載の基地局装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記判定手段により前記端末装置がセル切り替え区間外に出たと判定
された場合には、そのときの選択セル及びその他のセルのうち受信品質が良好のセルを新
たな選択セルとしてセル切り替えを決定することを特徴とする請求項１又は２に記載の基
地局装置。
【請求項４】
　複数セルを形成し該複数セルのいずれか１つを選択しこの選択セルのデータチャネルを
用いて端末装置とデータ通信を行う基地局装置で実行されるセル切り替え決定方法におい
て、
　前記端末装置の前記選択セルにおける通信スループットを前記各セル内の端末装置につ
いてそれぞれ合計し、セル単位の通信スループット合計値を算出する算出ステップと、
　前記端末装置により生成される前記選択セル及び前記複数セルのうちのその他１つの移
動先セルの受信品質情報を受信する受信ステップと、
　前記受信ステップにより受信された選択セルの受信品質情報と移動先セルの受信品質情
報との差分を得ることにより、前記端末装置がセル切り替え区間内に属するか否かを判定
する判定ステップと、
　前記端末装置が前記セル切り替え区間内に属すると判定された場合に、前記選択セル及
び前記移動先セルに関する、前記算出ステップにより算出されるセル単位の通信スループ
ット合計値を比較することにより、該移動先セルを新たな選択セルとしてセル切り替えを
決定する決定ステップと、
　を備え、
　前記決定ステップは、前記端末装置が前記セル切り替え区間内に属する間において、該
端末装置に関するセル切り替えを一度決定した後は該端末装置に関し前記スループット合
計値の比較処理を実行しないことを特徴とするセル切り替え決定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数セルのうちの１セルのデータチャネルを用いて端末装置とデータ通信を
行う基地局装置を備える移動通信システムに関し、特に、当該基地局装置におけるセル切
り替え決定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband Code Division Multiple Access）方式を用いたセルラ移動通
信システムでは、制御局、基地局、移動局（端末装置）が予め決められた制御シーケンス
を実行することにより、通信中にセル間を跨って移動した移動局においても通信を継続す
ることができる。この制御シーケンスでは、例えば、移動局のセル移動が検知された際に
は、制御局、基地局、移動局のそれぞれがタイミングを合わせて、通信経路の切り替えを
行う。
【０００３】
　ところで、基地局と移動局との間の通信に利用されるデータチャネル種別は、少なくと
も２種類ある。１つは、複数セルにおいて同時に通信可能なデータチャネルであり、もう
１つは、単一セルにおいてのみ通信可能なデータチャネルである。Ｗ－ＣＤＭＡ方式を用
いたセルラ移動通信システムでは、前者のデータチャネルとして個別チャネル（ＤＣＨ）
があり、後者のデータチャネルとしては、ＨＳＤＰＡ（High Speed Downlink Packet Acc
ess）通信における共通チャネル（ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（High Speed Physical Downlink Sh
ared Channel））がある。ＨＳＤＰＡ通信では、共通チャネルでタイムスケジューリング
されてデータが高速伝送されるため、複数セルから同時に１つの移動局向けに同じデータ
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を送信することは不可能である。
【０００４】
　これらデータチャネルの種別に応じてセル移動時の制御シーケンスが実行される。前者
の個別チャネルにおけるセル移動時の制御方法については、下記非特許文献１に開示され
ている。これによれば、移動局における各セルからのＣＰＩＣＨ（Common Pilot Channel
）受信品質（Ｅｃ／Ｎｏ（主信号レベル／干渉レベル））の測定結果若しくはパスロスの
測定結果を基準として、セル追加及び削除が制御される。
【０００５】
　図１２は、セルＡとセルＢが存在し、ＣＰＩＣＨ受信品質の測定結果が基準とされる場
合の個別データチャネルに関するセル移動時の制御方法の概念を示した図である。図１２
では、セルＡからのＣＰＩＣＨ受信品質がＥｃ／Ｎｏ＿Ａで示され、セルＢからのＣＰＩ
ＣＨ受信品質がＥｃ／Ｎｏ＿Ｂで示されている。
【０００６】
　移動局は、セルＡをメインセル（アクティブセルの中で品質が最良のセル）として通信
している状態で移動することにより、Ｅｃ／Ｎｏ＿ＡとＥｃ／Ｎｏ＿Ｂの差が追加閾値（
ΔＥｃ／Ｎｏ　ＦＯＲ　ＡＤＤ）（例えば３［ｄＢ］）以下となったときに、アクティブ
セルをセルＡ及びセルＢの２つに設定し、この複数セルとの通信区間をソフトハンドオー
バ（ＳＨＯ）区間とする。この区間では、送信電力制御に関する指令等は、例えばメイン
セルから出力される。
【０００７】
　ＳＨＯ区間では、移動局は、セルＡ及びＢからの電波を同時に受信し合成する。ＳＨＯ
区間へは、通常、セル間の境界付近に移動局が存在する場合に移行されるが、このＳＨＯ
方式により各セルからの電波の弱さを補うことができる。なお、ＳＨＯ区間においても、
移動局は、Ｅｃ／Ｎｏ値の最良のセルが切り替れば、それに従いメインセルの認識も切り
替える。
【０００８】
　移動局は、複数のセルをアクティブセルに設定しＳＨＯ方式を用いて通信している状態
で移動することにより、メインセルから削除閾値（ΔＥｃ／Ｎｏ　ＦＯＲ　ＤＥＬＬ）（
例えば９［ｄＢ］）以上Ｅｃ／Ｎｏ値が劣化したセルについてはアクティブセルから除外
し、複数セル通信から単一セル通信へと移行する。
【０００９】
　一方、後者のＨＳＤＰＡ通信における共通チャネルにおけるセル移動時の制御方法とし
ては、複数セルと同時通信することがないため、ＣＰＩＣＨの受信品質Ｅｃ／Ｎｏの最良
セルが入れ替わった時点で、通信セルが切り替えられるのみである（セルチェンジ動作）
。図１３は、セルＡとセルＢが存在し、ＣＰＩＣＨ受信品質の測定結果が基準とされる場
合の共通チャネルに関するセル移動時の制御方法の概念を示した図である。
【００１０】
　この方法では、個別チャネルの制御と同様に、移動局側で測定される各セルからのＣＰ
ＩＣＨの受信品質Ｅｃ／Ｎｏが制御局へ報告され、制御局が各セルの受信品質を比較し最
良セルを選択決定し、基地局及び移動局へ移動先セル情報及び移動タイミングを通知する
。この制御方法は、基地局間を跨る場合と同一基地局内の異なる分割セル間を跨る場合と
で差異はない。
【００１１】
　このようなＨＳＤＰＡ通信する場合でも、ＨＳＤＰＡ用の共通チャネルだけでなく、個
別チャネルも同時に設定されることがある。そこで、個別チャネルにおけるセル移動制御
方式と同じように、ＨＳＤＰＡ用の共通チャネルのセル切り替えにおいても、各セルから
送信されているＣＰＩＣＨ受信品質のみをセル切り替えの基準にしていることが一般的で
ある。
【００１２】
　また、下記特許文献１には、基地局が主体となって移動局の受信品質情報（ＣＱＩ（Ch
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annel Quality Indicator））等を収集し、呼損や品質劣化の生じる移動局を異なる搬送
周波数を持つ別のセルへセル切り替えする技術が開示されている。なお、その他本願発明
に係る先行技術文献としては、以下に開示されたものがある。
【非特許文献１】Technical Specification Group Radio Access Network, "Radio Resou
rce Control (RRC) protocol specification (Release 1999)", 3rd Generation Partner
ship Project, 3GPP TS 25.331 V3.21.0, December 2004, 14章.
【特許文献１】国際公開第２００４／１１２４１９号
【特許文献２】国際公開第２００４／０７５５８９号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、上述の従来技術のＨＳＤＰＡ通信をする場合で、セル境界付近に移動局
が長く存在する場合には、図１３に示すようなセル切り替えイベントが頻発することがあ
る。
【００１４】
　そこで、ＨＳＤＰＡ用の共通チャネルのセル切り替えにおいても、個別チャネルにおけ
る通信セル追加及び削除の制御方法のように、一定の制御幅を設ける必要がある。
【００１５】
　しかしながら、このようなセル切り替え制御において、そのチャネルを利用する１ユー
ザ（１移動局）のスループットが収容セル内の他ユーザ（他移動局）のスループットに依
存する特徴がある場合、セル切り替えを行うことにより基地局内全体としてのデータチャ
ネルのスループットが低下してしまうことが有り得る。
【００１６】
　以下、基地局内全体としてのデータチャネルのスループットが劣化する場合の例につい
て図１４、１５及び１６を用いて説明する。図１４は、基地局と移動局との通信例を示す
図である。図１５は、図１４に示される配置における各セル内の各移動局が実現する伝送
速度の例を示す表である。図１６は、移動局Ａ４が移動した後の各セル内の各移動局が実
現する伝送速度の例を示す表である。
【００１７】
　図１４は、基地局ＢＳ１が３つのセルを形成し、各セルには複数の移動局（セルＡでは
Ａ１からＡ４、セルＢではＢ１からＢ３）がＨＳＤＰＡ通信をしている場合の例を示して
いる。このとき、移動局Ａ１、Ａ２及びＡ３は基地局ＢＳ１から遠く離れた位置に存在す
るため基地局ＢＳ１からの電波の受信品質が悪いと仮定し、移動局Ｂ１、Ｂ２及びＢ３は
基地局ＢＳ１の近くに存在するため基地局からの電波の受信品質が良いと仮定する。
【００１８】
　この場合、受信品質が悪い場合はＨＳＤＰＡ通信している共通チャネル上でデータの再
送が頻発することもあるため、図１５に示されるように、移動局Ａ１からＡ４は端末Ｂ１
からＢ３に較べてスループットが低下している。図１５の例では、セルＡ内の各移動局へ
のＨＳＤＰＡ通信の合計スループットは１［Ｍｂｐｓ］であり、セルＢ内の各移動局への
ＨＳＤＰＡ通信の合計スループットはセル当りの限界値である１４［Ｍｂｐｓ］である。
つまり、基地局ＢＳ１全体として、セルＡとセルＢを合計して１５［Ｍｂｐｓ］のスルー
プットを実現していることになる。
【００１９】
　このような環境において、移動局Ａ４がセルＡからセルＢ方向へ移動をし、セルＢのＣ
ＰＩＣＨ受信品質がセルＡのＣＰＩＣＨ受信品質を上回り、ＨＳＤＰＡ通信セル切り替え
が実施されたが、移動局Ａ４がセルＡとセルＢとの境界付近からなかなか抜け出さない場
合を想定する。図１６は、このような場合の各セル内の各移動局が実現する伝送速度の例
を示している。
【００２０】
　セルＢにおいては、既にセル当りのスループット限界値へ達していたので移動局Ａ４が
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セルＢに移動してきたとしても、セルＢの合計スループットは限界値の１４［Ｍｂｐｓ］
を超えることはない。一方、セルＡにおいては、移動局Ａ４が抜けたことで電力リソース
やスケジューリング割り当てリソースが空くが、受信品質が悪いため、各移動局のスルー
プットは向上しない。結果として、移動局Ａ４がセルＡからセルＢへ移動直後の基地局全
体のスループットは、セルＡとセルＢとの合計で１４．６［Ｍｂｐｓ］となる。
【００２１】
　従って、移動局Ａ４がセル切り替えを実施したことで、基地局全体のスループットが４
００［ｋｂｐｓ］低下したこととなる。つまり、通信環境の悪い移動局のみが存在するセ
ルＡから通信環境の良い移動局のみが存在するセルＢへ移動局が移動した場合に、ＨＳＤ
ＰＡ通信セルの切り替えを実施した直後の基地局全体のスループットは低下してしまう。
【００２２】
　なお、上述の特許文献１では、異なる周波数セルへのハンドオーバ判断時に移動局毎の
スループットを測定し、スループットの劣化が生じている特定移動局をハンドオーバさせ
る方法が記載されている。この技術では、同周波数セル移動に関する上記課題を解決する
ことはできない。すなわち、この技術は、特定移動局の品質劣化を改善するものであり基
地局全体スループットが低下する課題を解決することはできない。
【００２３】
　本発明の目的は、端末装置のセル切り替え時の通信スループットの低下を防止する基地
局装置及びセル切り替え決定方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　本発明は、上述した課題を解決するために以下の構成を採用する。即ち、本発明は、複
数セルを形成しこれら複数セルのいずれか１つを選択しこの選択セルのデータチャネルを
用いて端末装置とデータ通信を行う基地局装置に関し、上記端末装置の選択セルにおける
通信スループットを各セル内の端末装置についてそれぞれ合計し、セル単位の通信スルー
プット合計値を算出する算出手段と、上記端末装置により生成される選択セル及び複数セ
ルのうちのその他１つの移動先セルの受信品質情報を受信する受信手段と、この受信手段
により受信された選択セルの受信品質情報と移動先セルの受信品質情報との差分を得るこ
とにより、上記端末装置がセル切り替え区間内に属するか否かを判定する判定手段と、上
記端末装置が当該セル切り替え区間内に属すると判定された場合に、選択セル及び移動先
セルに関する、上記算出手段により算出されるセル単位の通信スループット合計値を比較
することにより、当該移動先セルを新たな選択セルとしてセル切り替えを決定する決定手
段とを備える基地局装置についてのものである。
【００２５】
　ここで、上記データチャネルとは、例えば、ＨＳＤＰＡ通信におけるＨＳ－ＰＤＳＣＨ
である。
【００２６】
　本発明に係る基地局装置では、セル切り替えを決定するにあたり、端末装置からの各セ
ルの受信品質情報がそれぞれ受信され、この受信された各セルの受信品質情報の差分によ
り当該端末装置がセル切り替え区間に属するか否かが判定される。更に、当該端末装置が
このセル切り替え区間内に属すると判定された場合に、選択セルの通信スループット合計
値と移動先セルの通信スループット合計値との比較により当該移動先セルを新たな選択セ
ルとしてセル切り替えが決定される。
【００２７】
　すなわち、本発明に係る基地局装置では、端末装置のセル切り替えを決定する際に、選
択中のセルと移動先のセルとの間でセル単位の通信スループットが考慮される。
【００２８】
　例えば、上記決定手段が、選択セルの通信スループット合計値よりも移動先セルの通信
スループット合計値のほうが小さい場合に、当該移動先セルを新たな選択セルとしてセル
切り替えを決定するようにしてもよい。
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【００２９】
　これにより、本発明によれば、端末装置のセル切り替えによる基地局全体の通信スルー
プットの低下を防止することができる。
【００３０】
　また、上記決定手段が、上記端末装置がセル切り替え区間内に属する間において、その
端末装置に関するセル切り替えを一度決定した後はその端末装置に関しスループット合計
値の比較処理を実行しないようにしてもよい。
【００３１】
　これにより、本発明によれば、セル境界付近、すなわち、セル切り替え区間内に端末装
置が留まっている場合であっても、セル切り替えが頻発することによる通信スループット
の低下を防止することができる。
【００３２】
　また、上記決定手段が、上記判定手段により上記端末装置がセル切り替え区間外に出た
と判定された場合には、そのときの選択セル及びその他のセルのうち受信品質が良好のセ
ルを新たな選択中セルとしてセル切り替えを決定するようにしてもよい。
【００３３】
　これにより、本発明によれば、端末装置が１つのセルから他のセル方向へセル境界付近
まで移動しその後上記１つのセル方向へ戻るようなルートで移動する場合においても、適
切にセル切り替えが決定される。
【００３４】
　また、上記判定手段が、選択セルの受信品質情報と移動先セルの受信品質情報との差分
により判定されるセル切り替え区間を、複数セルで同時に通信可能なデータチャネルにお
けるソフトハンドオーバ制御の実行される区間よりも狭く設定するようにしてもよい。
【００３５】
　これによれば、複数セルで同時に通信可能なデータチャネルにおけるソフトハンドオー
バ対象となっているセルの中から本発明におけるセル切り替えの対象を選択することにな
る。
【００３６】
　これにより、本発明を適用することによる余分なメッセージの追加及び各装置の設定要
素の追加を回避して、従来方法を転用しシステム全体の運用効率を維持することが可能と
なる。
【００３７】
　なお、本発明は、以上の何れかの機能を基地局装置に実現させるセル切り替え決定方法
であってもよい。また、本発明は、以上の何れかの機能を基地局装置に実現させるプログ
ラムであってもよい。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明によれば、端末装置のセル切り替え時の通信スループットの低下を防止する基地
局装置及びセル切り替え決定方法を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】図１は、本実施形態における移動通信システムのシステム構成を示す図である。
【図２】図２は、本実施形態におけるＨＳチャネルの切り替え動作を示す図である。
【図３】図３は、本実施形態における移動通信システムの動作概要を示すシーケンス図で
ある。
【図４】図４は、本実施形態における基地局装置１０の機能構成を示すブロック図である
。
【図５】図５は、本実施形態における移動通信システムの動作例を示すフローチャートで
ある。
【図６】図６は、セル切り替え区間判定部におけるセル切り替え区間内に入ったか否かの
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判定処理（図５のＳ５０２）を示すフローチャートである。
【図７】図７は、セル切り替え判定部５８におけるセル切り替え判定処理フローを示すフ
ローチャートである。
【図８】図８は、セル切り替え区間判定部におけるセル切り替え区間外へ出たか否かの判
定処理（図５のＳ５０６及びＳ５１４）を示すフローチャートである。
【図９】図９は、移動局１－４の移動例を示す図である。
【図１０】図１０は、移動ルート１の場合のセル切り替え実施例を示す図である。
【図１１】図１１は、移動ルート２の場合のセル切り替え実施例を示す図である。
【図１２】図１２は、個別データチャネルに関するセル移動時の制御方法の概念を示した
図である。
【図１３】図１３は、共通チャネルに関するセル移動時の制御方法の概念を示した図であ
る。
【図１４】図１４は、基地局と移動局との通信例を示す図である。
【図１５】図１５は、図１４に示される配置における各セル内の各移動局が実現する通信
スループットの例を示す表である。
【図１６】図１６は、移動局Ａ４が移動した後の各セル内の各移動局が実現する通信スル
ープットの例を示す表である。
【符号の説明】
【００４０】
　１、１－１から１－７　移動端末装置（移動局）
　１０　基地局装置（基地局）
　２０　基地局制御装置（制御局）
　４１　無線部
　４２　ベースバンド（ＢＢ）信号処理部
　４３　クロック発振部
　４５　送受信部
　４６　呼処理制御部
　５１　スケジューラ
　５２　ＣＱＩ処理部
　５３　無線リソース処理部
　５４　網側リソース処理部
　５５　個別データチャネルリソース管理部
　５６　セル切り替え区間判定部
　５７　セルスループット算出部
　５８　セル切り替え判定部
　５９　受信品質差分算出部
　６０　再評価待ちタイマ
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　以下、図面を参照して、本発明を実施するための最良の形態（以下、実施形態という）
に係る移動通信システムについて説明する。以下の実施形態の構成は例示であり、本発明
は以下の実施形態の構成に限定されない。
【００４２】
　［実施形態］
　本発明の実施形態における移動通信システムについて、図面を参照して以下に説明する
。
【００４３】
　〔システム構成〕
　まず、本実施形態における移動通信システムのシステム構成について、図１を用いて説
明する。図１は、本実施形態における移動通信システムのシステム構成を示す図である。
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本実施形態における移動通信システムは、基地局装置（以降、単に基地局とも表記する）
１０、この基地局１０を含む複数の基地局を制御する基地局制御装置（以降、単に制御局
とも表記する）２０を備える。
【００４４】
　基地局１０は、指向性アンテナ等を用いてセルＡ、セルＢ及びセルＣを形成する。本実
施形態における移動通信システムは、基地局１０と無線通信を行うことにより本移動通信
システムへ接続される複数の移動端末装置（以降、単に移動局とも表記する）１－１から
１－７へ所定の通信サービスを提供する。図１の例では、移動局１－１から１－４がセル
Ａ内に存在し、移動局１－５から１－７がセルＢ内に存在している。なお、以下の説明に
おいて、移動局の共通内容について説明をする場合には、移動局１と表記する。
【００４５】
　基地局１０と移動局１との間は、個別データチャネル（ＤＣＨ）とＨＳＤＰＡ共通チャ
ネル（ＨＳ－ＰＤＳＣＨ）（以降、ＨＳチャネルとも表記する）とを用いて下りのユーザ
データのやりとりを行う。背景技術の項で説明したとおり、個別データチャネルは、複数
セルにおいて同時に通信可能なデータチャネルであり、ＨＳチャネルは、単一セルにおい
てのみ通信可能なデータチャネルである。本発明は、このＨＳチャネルのような単一セル
においてのみ通信可能なデータチャネルに関する発明であるため、以下の説明では、この
ＨＳチャネルを用いた通信に関する機能に特化して説明するものとする。なお、本発明は
、単一セルにおいてのみ通信可能なデータチャネルとしてＨＳチャネルに限定するもので
はない。また、本発明は、更に、その他の個別データチャネルに関し制限を加えるもので
もない。
【００４６】
　〔システム動作の概要〕
　ここで、本実施形態における移動通信システムの動作の概要について図２及び３を用い
て説明する。図２は、本実施形態におけるＨＳチャネルの切り替え動作を示す図である。
図３は、本実施形態における移動通信システムの動作概要を示すシーケンス図である。
【００４７】
　図２に示すように、本実施形態における移動通信システムのセル切り替え制御では、個
別データチャネルのＳＨＯ区間のように、ＨＳチャネルについてもセル切り替え区間が設
けられる。このセル切り替え区間とは、セル切り替えイベントＡの発生からセル切り替え
イベントＢの発生までを意味するものとする。セル切り替えイベントＡは、現在（切り替
え前）セルのＥｃ／Ｎｏと切り替え先のセルのＥｃ／Ｎｏとの差が所定の切り替え閾値Ａ
（図２に示される「ΔEc/No FOR CELL CHANGE A」）以下となった場合に発生する。この
所定の切り替え閾値Ａは、例えば、ＳＨＯ区間の判断に利用される追加閾値（図２に示さ
れる「ΔEc/No FOR ADD」）から１［ｄＢ］を引いた値として２［ｄＢ］に設定される。
セル切り替えイベントＢは、現在セルのＥｃ／Ｎｏと切り替え先のセルのＥｃ／Ｎｏとの
差が所定の切り替え閾値Ｂ（図２に示される「ΔEc/No FOR CELL CHANGE B」）以上とな
った場合に発生する。この所定の切り替え閾値Ｂは、例えば、ＳＨＯ区間の判断に利用さ
れる削除閾値（図２に示される「ΔEc/No FOR DEL」）から１［ｄＢ］を引いた値として
８［ｄＢ］に設定される。
【００４８】
　このように、セル切り替え区間は、個別データチャネルにおけるＳＨＯ区間より短くな
るように設定される。これは、本発明を適用することによる余分なメッセージの追加及び
各装置の設定要素の追加を回避して、従来方法を転用しシステム全体の運用効率を維持す
るためである。本実施形態においても、後述するとおり、セル切替イベント発生通知（Ｓ
２５）以降のセル切り替え実行シーケンスは、従来方式と同様の方式を採用している。そ
して、この従来方式を実行する従来の移動局及び基地局は、個別データチャネルのソフト
ハンドオーバ対象となっているセルを移動先セルとしてセル切替実施のためのＨＳチャネ
ル設定準備を行う。従って、ソフトハンドオーバしていないセルへＨＳチャネルをセル切
替しようとした場合、従来方法に加えて更に余分なメッセージのやりとり及び各装置にお
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ける設定が必要となってしまう。そこで、本移動通信システムのＨＳチャネルのセル切り
替え制御においても、切り替え対象のセルは、ＨＳチャネル以外の個別チャネルがソフト
ハンドオーバしているセルの中から選択されるようにしたものである。
【００４９】
　本実施形態における移動通信システムは、このように定義されるセル切り替え区間を用
いて図３に示すように動作する。
【００５０】
　移動局１及び基地局１０の間で無線リンクが確立されると、制御局２０等により割り当
てられる所定のＨＳチャネルによりＨＳＤＰＡ通信が実行される。移動局１は、常時、現
在のセル及び隣接する各セルについてＣＰＩＣＨの受信品質（例えばＥｃ／Ｎｏ）を測定
している（Ｓ２１）。移動局１は、測定されたＥｃ／Ｎｏに基づいて各セルについてのＣ
ＱＩ（Channel Quality Indicator）をそれぞれ生成し、各ＣＱＩを基地局１０へそれぞ
れ報告する（Ｓ２２）。なお、図３では、各セルの受信品質を示す情報としてＣＱＩが報
告されるが、本発明はこれに限定するものではない。移動局１は、測定された受信品質（
Ｅｃ／Ｎｏ）を基地局１０へ報告するようにしてもよい。図２では、このＥｃ／Ｎｏの差
によりセル切り替え区間の判定がされる例が示されている。
【００５１】
　基地局１０は、移動局１から報告された各ＣＱＩに基づいて、移動局１についてセル切
り替え区間判定を行う（Ｓ２３）。具体的には、基地局１０は、各セルのＣＱＩから各セ
ルのＥｃ／Ｎｏをそれぞれ推定し、各セル間のＥｃ／Ｎｏの差と切り替え閾値Ａ及びＢと
を比較する。基地局１０は、この比較結果により、移動局１がセル切り替え区間に属する
か否かを判定し、セル切り替えイベントＡ若しくはＢの発生の要否を決定する（Ｓ２４）
。
【００５２】
　基地局１０は、移動局１がセル切り替えイベントの発生が必要であると決定すると、制
御局２０へセル切り替えイベント発生を通知する（Ｓ２５）。以降、制御局２０、基地局
１０及び移動局１の間のセル切り替え実行シーケンス（Ｓ２５からＳ３０）は従来と同様
であるため、ここでは説明を省略する。
【００５３】
　〔装置構成〕
　以下、上述のシステム動作を実現するための、本実施形態における移動通信システムを
構成する各装置について図面を参照してそれぞれ説明する。
【００５４】
　〈基地局装置〉
　図４は、本実施形態における基地局装置１０の機能構成を示すブロック図である。図４
に示す基地局１０の各機能部は、それぞれハードウェア回路で実現されるようにしてもよ
いし、メモリに記憶された制御プログラムがＣＰＵ（Central Processing Unit）にロー
ドされ実行されることにより実現されるようにしてもよい。
【００５５】
　基地局１０は、図４に示されるように、移動局１との間の無線通信を処理する無線部４
１、ベースバンド（以降、ＢＢと表記する）信号処理部４２、クロック発振部４３等と、
制御局２０との間の通信を処理する送受信部４５、呼処理制御部４６等とを備える。基地
局１０は、移動局１からの信号を受信し、移動局１への信号を送信するアンテナ（図示せ
ず）を更に備える。また、基地局１０は、制御局２０と所定のネットワーク（有線若しく
は無線）により接続される。
【００５６】
　無線部４１は、上記アンテナに接続され、このアンテナから送信されるべき信号及びア
ンテナにより受信された信号を処理する。無線部４１は、ＢＢ信号処理部４２から送られ
るＢＢ信号を無線信号に変換しアンテナへ送出する。また、無線部４１は、アンテナによ
り受信された無線信号をＢＢ信号に変換し、ＢＢ信号処理部４２へ送る。
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【００５７】
　ＢＢ信号処理部４２は、スケジューラ５１、ＣＱＩ処理部５２、無線リソース処理部５
３、網側リソース処理部５４等を有する。無線リソース処理部５３は、スケジューラ５１
により決定された無線リソースに各ユーザのためのデータをマッピングする。網側リソー
ス処理部５４は、各移動局１から送られたデータを制御局２０へ送信するための通信リソ
ースを管理する。網側リソース処理部５４による制御結果は、送受信部４５に送られる。
【００５８】
　スケジューラ５１及びＣＱＩ処理部５２は、ＨＳＤＰＡデータ処理部を形成し、ＨＳＤ
ＰＡに関するデータを処理する。
【００５９】
　スケジューラ５１は、各ユーザのための送信信号に割り当てるべき無線リソース及びそ
の他の報知信号等に割り当てる無線リソース等を決定する。このとき、スケジューラ５１
は、各移動局の通信スループット（伝送速度）をそれぞれ算出している。従来から、スケ
ジューラ５１では、このような各移動局の通信スループットに基づいて周波数割り当て等
が実施されていた。本実施形態では、スケジューラ５１は、各移動局の通信スループット
をそれぞれ計算し、この計算された各移動局の通信スループットを呼処理制御部４６に送
る。呼処理制御部４６では、この各移動局の通信スループットがセル切り替えイベント発
生判断に利用される。
【００６０】
　ＣＱＩ処理部５２は、各移動局１からのＣＱＩ報告をそれぞれ受け付け、各移動局１と
関連付けた状態で呼処理制御部４６に逐次送る。
【００６１】
　送受信部４５は、制御局２０との間で送受信されるデータを処理する。送受信部４５は
、例えば、図３に示されるセル切り替えイベント発生を通知するメッセージ（Ｓ２５）を
制御局２０側のネットワークへ送出する。また、送受信部４５は、セル切り替えを実施す
るための各メッセージ（図３のＳ２６、Ｓ２８等）を制御局２０側のネットワークから受
信する。
【００６２】
　呼処理制御部４６は、各移動局１に関する呼をそれぞれ制御する。呼処理制御部４６は
、個別データチャネルリソース管理部５５、セル切り替え区間判定部５６、セルスループ
ット算出部５７、セル切り替え判定部５８、受信品質差分算出部５９、再評価待ちタイマ
６０等を有する。
【００６３】
　個別データチャネルリソース管理部５５は、個別データチャネルを利用する呼を制御す
る。すなわち、個別データチャネルリソース管理部５５は、個別データチャネルに関しＳ
ＨＯ区間を利用したセル切り替え制御を実施する。この制御は、背景技術の項で説明した
とおりであるため、ここでは説明を省略する。
【００６４】
　個別データチャネルリソース管理部５５以外の各機能部については、ＨＳチャネルに関
する制御機能に特化して以下に説明する。
【００６５】
　受信品質差分算出部５９は、ＣＱＩ処理部５２から送られる各移動局の各セルについて
のＣＱＩを受け、その移動局が現在存在するセル（現在セル）のＣＱＩ及び切り替え先と
なるセルのＣＱＩ（切り替え先のセルのＣＱＩ）に基づいて受信品質差分（ΔＥｃ／Ｎｏ
）を算出する。具体的には、受信品質差分算出部５９は、現在セルのＣＱＩから現在セル
のＥｃ／Ｎｏを推定し、切り替え先のセルのＣＱＩから切り替え先セルのＥｃ／Ｎｏを推
定し、それらの差を受信品質差分として算出する。なお、受信品質差分算出部５９は、現
在セルのＣＱＩと切り替え先のセルのＣＱＩとの差を受信品質差分として算出するように
してもよい。
【００６６】
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　セル切り替え区間判定部５６は、受信品質差分算出部５９により算出される各移動局の
受信品質差分を用いて、各移動局がセル切り替え区間に属するか否かの判定を行う。具体
的には、セル切り替え区間判定部５６は、対象の移動局１がセル切り替え区間外に存在す
る場合で、かつ、受信品質差分値が所定の切り替え閾値Ａ（図２に示される「ΔEc/No FO
R CELL CHANGE A」）以内となった場合に、その移動局がセル切り替え区間に入ったと判
定する。逆に、セル切り替え区間判定部５６は、対象の移動局１がセル切り替え区間内に
存在する場合で、かつ、受信品質差分値が所定の切り替え閾値Ｂ（図２に示される「ΔEc
/No FOR CELL CHANGE B」）以上となった場合に、その移動局がセル切り替え区間から出
たと判定する。
【００６７】
　セル切り替え区間判定部５６は、各移動局についてそれぞれセル切り替え区間内に属す
るか否かを示すフラグを常に保持するようにしてもよい。また、切り替え閾値Ａ及び切り
替え閾値Ｂは、それぞれ調整可能にメモリ等に保持される。
【００６８】
　セルスループット算出部５７は、スケジューラ５１から送られる各移動局が実現する通
信スループット値をそれぞれセル単位で足し合わせ、セル単位の通信スループット合計値
を算出する。セルスループット算出部５７は、呼の有無に関わらず所定の測定時間毎（例
えば、３秒）にこの通信スループット合計値を算出し、算出結果を保持するようにしても
よい。
【００６９】
　セル切り替え判定部５８は、従来、制御局内で実施されていたセル切り替え判断を基地
局装置内で実現するための機能部である。セル切り替え判定部５８は、セル切り替え区間
判定部５６の判定結果及びセルスループット算出部５７により算出された各セルの通信ス
ループット合計値を用いることにより、各移動局のセル切り替えイベントの発生を決定す
る。具体的には、セル切り替え判定部５８は、セル切り替え区間判定部５６により対象移
動局がセル切り替え区間に属すると判定されている場合に、更に、切り替え先セルの通信
スループット合計値が現在セルのスループット合計値よりも小さいか否か（セル切り替え
条件）を判定する。セル切り替え判定部５８は、切り替え先セルの通信スループット合計
値が現在セルの通信スループット合計値よりも小さい（セル切り替え条件を満足する）と
判定すると、セル切り替えイベントが発生したと判断する。セル切り替え判定部５８は、
セル切り替えイベントが発生したと判断すると、図３に示されるセル切り替えイベント発
生を通知するメッセージを制御局２０へ向けて送信するように送受信部４５に指示する。
【００７０】
　再評価待ちタイマ６０は、セル切り替え条件を満足しないと判定された場合に、再度、
このセル切り替え条件を判定するための所定の周期を保つために利用される。この再評価
待ちタイマ６０に設定される所定の周期は、調整可能にメモリ等に保持されるようにして
もよい。
【００７１】
　〈制御局装置〉
　制御局装置２０は、従来、ハンドオーバ管理部（図示せず）等でＨＳチャネルのセル切
り替え判断を実施していた。本実施形態における制御局装置２０は、基地局装置１０から
のセル切り替えイベント発生通知メッセージを受信することを契機に、セル切り替え実施
処理を行う。これにより、本実施形態における制御局装置２０は、従来のように各移動局
からのＣＰＩＣＨ受信品質（例えば、Ｅｃ／Ｎｏ）を用いたセル切り替え判断処理を行う
必要はない。なお、この制御局装置２０によるセル切り替え実施処理（図３のＳ２６から
Ｓ３０）は、従来技術と同様であるため、ここでは説明を省略する。
【００７２】
　〈移動端末装置〉
　移動端末装置１は、ＨＳＤＰＡ通信機能を有する。また、移動端末装置１は、現在存在
するセル及び隣接する各セルについてそれぞれＣＰＩＣＨの受信品質（例えば、Ｅｃ／Ｎ
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ｏ）を測定し、各セルについてのＣＱＩをそれぞれ生成する機能を有する。これらの機能
については従来技術と同様であるため、ここでは説明を省略する。本発明は、以下に説明
する機能以外のものを限定するものではない。
【００７３】
　従来、セル切り替えの判断は制御局装置２０で行われていたため、移動局１により測定
された各セルのＥｃ／Ｎｏは、ＲＲＣ（Radio Resource Control）レイヤのＭｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージにより基地局１０を経由して制御局装置２０へ報告
されていた。また、ＨＳＤＰＡ通信に利用されるためのＣＱＩは、通信中セルのＣＱＩの
みがＨＳ－ＤＰＣＣＨ（Dedicated Physical Control Channel(uplink) for HS-DSCH）の
所定のフィールドに設定されることにより例えば２ミリ秒毎に基地局１０へ報告されてい
た。
【００７４】
　本実施形態における移動端末装置１は、現在セルに加えて隣接セルのＣＱＩについても
基地局１０へ報告する。この報告方法としては、ＨＳ－ＤＰＣＣＨの所定のフィールドを
用いるようにしてもよいし、専用の新たなフィールドを設けるようにしてもよい。ＨＳ－
ＤＰＣＣＨの所定のフィールドを用いる場合には、現在セルのＣＱＩと隣接セルのＣＱＩ
とを交互に設定するようにしてもよい。また、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ以外のチャネルを用いて
ＣＱＩ報告を行うようにしてもよい。
【００７５】
　〔動作例〕
　以下、本実施形態における移動通信システムの動作例について図５を用いて説明する。
図５は、本実施形態における移動通信システムの動作例を示すフローチャートである。
【００７６】
　移動局１は、移動しながらも、基地局１０に対し、セルＡのＣＱＩ、セルＢのＣＱＩ及
びセルＣのＣＱＩをそれぞれ送信している（Ｓ５０１）。
【００７７】
　基地局１０は、移動局１から各セルのＣＱＩを受信すると、移動局１がセル切り替え区
間内に入ったか否かを判定する（セル切り替え区間判定部５６）（Ｓ５０２）。移動局１
がセル切り替え区間外であると判定すると（Ｓ５０２；ＮＯ）、セル切り替えは実施しな
いでＳ５０１の処理に戻る。
【００７８】
　図６は、セル切り替え区間判定部５６におけるセル切り替え区間内に入ったか否かの判
定処理（図５のＳ５０２）を示すフローチャートである。基地局１０では、移動局１から
の各セルのＣＱＩが受信されると、受信品質差分算出部５９が、移動局１の現在セルのＣ
ＱＩ及び切り替え先セルのＣＱＩに基づいて受信品質差分（ΔＥｃ／Ｎｏ）を算出する。
【００７９】
　セル切り替え区間判定部５６は、移動局１がセル切り替え区間内に既に存在しているか
を判断する（Ｓ６０１）。この判断には、例えば移動局１がセル切り替え区間内に存在し
ていると判断された場合に設定され、セル切り替え区間外に出たと判断された場合に解除
されるフラグを用いるようにしてもよい。セル切り替え区間判定部５６は、移動局１がセ
ル切り替え区間内に既に存在することを確認すると（Ｓ６０１；ＮＯ）、受信品質差分算
出部５９により算出された受信品質差分値を参照し（Ｓ６０２）、受信品質差分値が切り
替え閾値Ａ以下となるか否かを判定する（Ｓ６０３）。
【００８０】
　セル切り替え区間判定部５６は、受信品質差分値が切り替え閾値Ａ以下となると判定す
ると（Ｓ６０３；ＹＥＳ）、その移動局１がセル切り替え区間に入ったと判定する（Ｓ６
０４）。一方、セル切り替え区間判定部５６は、受信品質差分値が切り替え閾値Ａより大
きいと判定すると（Ｓ６０３；ＮＯ）、その移動局１がセル切り替え区間外に存在すると
判定する（Ｓ６０５）。
【００８１】
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　上述のセル切り替え区間判定処理により、移動局１がセル切り替え区間内に入ったと判
定されると（Ｓ５０２；ＹＥＳ）、基地局１０は、セル切り替え条件を満たすか否かを判
断する（セル切り替え判定部５８）（Ｓ５０３）。
【００８２】
　図７は、セル切り替え判定部５８におけるセル切り替え判定処理フローを示すフローチ
ャートである。セル切り替え判定部５８は、セル切り替え条件を満たすか否かの判断とし
て、セルスループット算出部５７により算出された各セルのスループット合計値を参照す
る（Ｓ７０１）。このとき、セル切り替え判定部５８は、セル切り替え区間対象となる２
つのセルのスループット合計値を参照する。
【００８３】
　セル切り替え判定部５８は、切り替え先セルのスループット合計値が現在セルのスルー
プット合計値よりも小さいか否かを判定する（Ｓ７０２）。セル切り替え判定部５８は、
切り替え先セルのスループット合計値が現在セルのスループット合計値よりも小さいと判
定すると（Ｓ７０２；ＹＥＳ）、セル切り替えイベント発生（セル切り替え条件を満たす
（Ｓ５０３；ＹＥＳ））を決定する（Ｓ７０３）。セル切り替え判定部５８は、切り替え
先セルのスループット合計値が現在セルのスループット合計値以上であると判定すると（
Ｓ７０２；ＮＯ）、セル切り替えイベント発生なし（セル切り替え条件を満たさない（Ｓ
５０３；ＮＯ））と決定する（Ｓ７０５）。
【００８４】
　セル切り替え判定部５８は、セル切り替え条件を満たすと決定すると（Ｓ５０３；ＹＥ
Ｓ）、セル切り替え処理を実行する（Ｓ５１２）。セル切り替え判定部５８が送受信部４
５に指示することにより、セル切り替えイベント発生を通知するメッセージが制御局２０
へ向けて送信される。以降、制御局２０、基地局１０、移動局１と間で、ＨＳセルのセル
切り替え実施処理（図３のＳ２６からＳ３０）が実施される。
【００８５】
　セル切り替え区間内に属する移動局１に関しセル切り替えが実施されると、基地局１０
は、移動局１がセル切り替え区間から出たか否かの判定を実施する動作モードへ移行する
（Ｓ５１３、Ｓ５１４）。
【００８６】
　一方、移動局１がセル切り替え区間内に入ったと判定され、セル切り替え条件を満たさ
ないと判定されると（Ｓ５０３；ＮＯ）、セル切り替え条件を再評価するためのタイミン
グを取るための再評価待ちタイマが設定される（Ｓ５０４）。再評価待ちタイマが設定さ
れると、セル切り替え区間から出たか否かの判定を実施する動作モードへ移行する（Ｓ５
０５、Ｓ５０６）。
【００８７】
　図８は、セル切り替え区間判定部５６におけるセル切り替え区間外へ出たか否かの判定
処理（図５のＳ５０６及びＳ５１４）を示すフローチャートである。このとき、基地局１
０では、移動局１から送られる各セルのＣＱＩに基づいて、受信品質差分（ΔＥｃ／Ｎｏ
）が算出されている。
【００８８】
　セル切り替え区間判定部５６は、移動局１がセル切り替え区間内に既に存在しているか
否かを判断する（Ｓ８０１）。セル切り替え区間判定部５６は、移動局１がセル切り替え
区間内に既に存在していることを確認すると（Ｓ８０１；ＹＥＳ）、受信品質差分算出部
５９により算出された受信品質差分値を参照し（Ｓ８０２）、受信品質差分値が切り替え
閾値Ｂ以上となるか否かを判定する（Ｓ８０３）。
【００８９】
　セル切り替え区間判定部５６は、受信品質差分値が切り替え閾値Ｂ以上となると判定す
ると（Ｓ８０３；ＹＥＳ）、その移動局１がセル切り替え区間から出たと判定する（Ｓ８
０４）。一方、セル切り替え区間判定部５６は、受信品質差分値が切り替え閾値Ｂより小
さいと判定すると（Ｓ８０３；ＮＯ）、その移動局１がセル切り替え区間内に留まってい
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ると判定する（Ｓ８０５）。
【００９０】
　セル切り替え判定部５８は、移動局１がセル切り替え区間内に入ったもののセル切り替
え条件を満たさず、セル切り替え区間内に留まっていると判断されている場合に（Ｓ５０
６；ＮＯ）、再評価待ちタイマが満了すると（Ｓ５１０；ＹＥＳ）、再度、移動局１がセ
ル切り替え条件を満たしているか否かを判定する（Ｓ５１１）。ここで、セル切り替え条
件が未だ満たされないと判定されると（Ｓ５１１；ＮＯ）、再度、再評価待ちタイマが設
定され（Ｓ５０４）、セル切り替え区間から出たか否かの判定を実施する動作モードへ移
行する（Ｓ５０５、Ｓ５０６）。
【００９１】
　セル切り替え区間判定部５６により移動局１がセル切り替え区間から出たと判定される
と（Ｓ５０６；ＹＥＳ、Ｓ５１４；ＹＥＳ）、再評価待ちタイマが設定されている場合に
はそのタイマを停止させた後（Ｓ５０７）、メインセルでＨＳチャネル通信中か否かが判
断される（Ｓ５２０）。ここで、メインセルとは、移動局１から報告される各セルのＣＱ
Ｉのうち受信品質の高いセルを意味する。
【００９２】
　セル切り替え判定部５８は、移動局１がセル切り替え区間から出たと判断された場合で
（Ｓ５０６；ＹＥＳ、Ｓ５１４；ＹＥＳ）、メインセルでＨＳチャネル通信中であること
を確認すると（Ｓ５２０；ＹＥＳ）、そのままセル切り替えを行わず処理を終了する（Ｓ
５０１に戻る）。一方、セル切り替え判定部５８は、メインセルでＨＳチャネル通信中で
ないことを確認すると（Ｓ５２０；ＮＯ）、メインセルへセル切り替えを実施する（Ｓ５
２１）。このセル切り替え処理の内容については、Ｓ５１２と同様である。
【００９３】
　〈セル切り替え実施例〉
　以下、移動局１－４が図９に示すような移動ルート１及び２を通る場合の、本実施形態
における移動通信システムが実施するセル切り替えの例について図１０及び１１を用いて
説明する。図１０は、移動ルート１の場合のセル切り替え実施例を示す図であり、図１１
は、移動ルート２の場合のセル切り替え実施例を示す図である。
【００９４】
　図１０及び１１の上グラフは、横軸が移動局１－４が図９に示す矢印に沿って移動する
距離を示し、縦軸が移動局１－４の各位置におけるセルＡの受信品質（Ｅｃ／Ｎｏ＿Ａ）
とセルＢの受信品質（Ｅｃ／Ｎｏ＿Ｂ）との推移を示している。図１０及び１１の下図で
は、更に、３つの条件（条件１、２及び３）の場合の各セル切り替え実施例をそれぞれ表
わしている。
 
【００９５】
　条件１とは、常に移動先セルスループット[kbps]が移動元セルスループット[kbps]より
も小さい場合である。
【００９６】
　条件２とは、セル切り替え区間内で移動先セルスループット[kbps]が移動元セルスルー
プット[kbps]よりも小さくなる場合である。
【００９７】
　条件３とは、常に移動先セルスループット[kbps]が移動元セルスループット[kbps]以上
となる場合である。
【００９８】
　移動局１－４が移動ルート１を通る場合には、図１０の上グラフが示すように、移動局
１－４の移動距離に応じてセルＡの受信品質は低下し、セルＢの受信品質は高くなる。移
動局１－４は、まず、セルＡのＨＳチャネルによりＨＳＤＰＡ通信を行っている。その後
、移動局１－４がセル切り替え区間内に入ったと判断されると、条件１ではセル切り替え
条件を満たしているために直にセルＢへのセル切り替えが実施される。条件１では、移動
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局１－４がセル切り替え区間から出た場合にもメインセルはセルＢであるためそのままセ
ルＢのＨＳチャネルによるＨＳＤＰＡ通信が継続される。
【００９９】
　条件２では、移動局１－４がセル切り替え区間内に入ったと判断されたとしても、セル
切り替え条件を満たすまではセルＢへのセル切り替えは実施されない。また、セル切り替
え区間内では、例え、受信品質最良のセルが頻繁に入れ替わったとしても、セル切り替え
が実施されるのは１回のみである。条件２においても、移動局１－４がセル切り替え区間
から出た場合にはメインセルはセルＢであるためそのままセルＢのＨＳチャネルによるＨ
ＳＤＰＡ通信が継続される。
【０１００】
　条件３では、移動局１－４がセル切り替え区間内に入ったと判断されたとしてもセル切
り替え条件を満たさないためセルＢへのセル切り替えは実施されない。条件３では、移動
局１－４がセル切り替え区間から出たと判断された場合に、メインセルがセルＢであるに
も関わらずセルＡのＨＳチャネルによりＨＳＤＰＡ通信が実施されているため、メインセ
ルのセルＢにセル切り替えが実施される。
【０１０１】
　移動局１－４が移動ルート２を通る場合には、図１１の上グラフが示すように、移動局
１－４がセルＡとセルＢとの境界付近（移動距離の中間地点付近）にいる場合にセルＢの
受信品質がセルＡの受信品質よりも高くなり、それ以降、移動局１－４がセルＡに引き返
すため再度セルＡの受信品質がセルＢの受信品質よりも高くなっていく。移動局１－４は
、まず、セルＡのＨＳチャネルによりＨＳＤＰＡ通信を行っている。
【０１０２】
　条件１では、移動局１－４がセル切り替え区間内に入ったと判断されると、セル切り替
え条件を満たしているために直にセルＢへのセル切り替えが実施される。その後、移動局
１－４が更に移動することによりセル切り替え区間から出たと判断される際には、メイン
セルがセルＡとなっているため、再度、セルＡへのセル切り替えが実施される。
【０１０３】
　条件２では、移動局１－４がセル切り替え区間内に入ったと判断されたとしても、セル
切り替え条件を満たすまではセルＢへのセル切り替えは実施されない。移動ルート１と同
様に、セル切り替え区間内では、例え、受信品質最良のセルが頻繁に入れ替わったとして
も、セル切り替えが実施されるのは１回のみである。条件２においても、移動局１－４が
セル切り替え区間から出た場合にはメインセルがセルＡとなっているため、再度、セルＡ
へのセル切り替えが実施される。
【０１０４】
　条件３では、移動局１－４がセル切り替え区間内に入ったと判断されたとしてもセル切
り替え条件を満たさないためセルＢへのセル切り替えは実施されない。条件３では、移動
局１－４がセル切り替え区間から出たと判断された場合にも、メインセルがセルＡのまま
であるためそのままセルＡのＨＳチャネルによりＨＳＤＰＡ通信が継続される。
【０１０５】
　〈実施形態の作用及び効果〉
　本実施形態による移動通信システムでは、移動局１は、ＨＳＤＰＡ共通チャネル（ＨＳ
－ＰＤＳＣＨ）のような単一セルにおいてのみ通信可能なデータチャネルを用いる通信を
実行する場合に、各セルのＣＰＩＣＨの受信品質（Ｅｃ／Ｎｏ等）をそれぞれ測定し、現
在通信中のセルの受信品質及びその隣接セルの受信品質を基地局１０へ報告する。なお、
報告される受信品質としては、Ｅｃ／Ｎｏであってもよいし、Ｅｃ／Ｎｏから決定される
ＣＱＩであってもよい。
【０１０６】
　基地局１０は、移動局１からの各セルの受信品質の報告をそれぞれ受け、当該移動局１
に関するＨＳチャネルのセル切り替えを決定する。基地局１０は、セル切り替え実施を決
定すると、制御局２０へ当該移動局１のセル切り替えイベント発生通知メッセージを送信
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する。以降、制御局２０、基地局１０及び移動局１は従来どおりのセル切り替え処理を行
う。
【０１０７】
　基地局１０は、ＨＳチャネルのセル切り替えを決定するにあたって、まず、移動局１か
らの各セルの受信品質の報告をそれぞれ受け、移動局１に対しセル切り替え区間判定を行
う。このセル切り替え区間は、複数セルにおいて同時に通信可能な個別データチャネルの
ＳＨＯ区間より短くなるように設定される。基地局１０は、移動局１がセル切り替え区間
外に存在していた場合で現在セルの受信品質と移動先セルの受信品質との差が切り替え閾
値Ａ以下となった場合に、当該移動局１がセル切り替え区間内に入ったと判定し、セル切
り替え区間内に既に存在していた場合で現在セルの受信品質と移動先セルの受信品質との
差が切り替え閾値Ｂ以上となった場合に、当該移動局１がセル切り替え区間外に出たと判
定する。
【０１０８】
　また、基地局１０は、移動局１から報告される各セルの受信品質に基づいて、自基地局
が形成する各セルに存在する移動局のスループットを合計したスループット合計値をそれ
ぞれ算出する。
【０１０９】
　基地局１０は、セル切り替え区間内に入ったと判断された移動局１に関し、セル切り替
え条件として移動先セルのスループット合計値が現在セルのスループット合計値よりも小
さいか否かを判定する。基地局１０は、移動局１がセル切り替え区間内に存在する場合で
このようなセル切り替え条件を満たす場合に、当該移動局１のＨＳチャネルのセル切り替
えを決定する。
【０１１０】
　これにより、本実施形態によれば、セル境界付近に移動局１が留まっている場合に移動
局１のセル切り替えを実施することによる、基地局１０全体のスループット低下を防止す
ることが可能となる。移動局１が移動前に実現していたスループットは、少なくとも移動
後も実現することが可能となる。移動局１が複数存在する場合で複数移動局１のセル切り
替えが実施される場合にはその移動局１の台数分全体スループットの低下を防止すること
ができる。
【０１１１】
　また、基地局１０は、このセル切り替え条件判定を、移動局１がセル切り替え区間内入
ったと判断された直後、及び、一度セル切り替え条件を満たさないと判断されてから移動
局１がセル切り替え区間内に留まっている間、一定の周期で実行する。基地局１０は、移
動局１に対し一度セル切り替えを決定すると、以降、移動局１がセル切り替え区間から出
たか否かのみを判定する。
【０１１２】
　これにより、本実施形態によれば、セル境界付近、すなわち、セル切り替え区間内に移
動局１が留まっている場合であっても、セル切り替えが頻発することを防ぐことができる
。
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